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「栗原はるみ」2023年は

旅企画に注⼒します！

コロナ禍ではありますが、今年は⽇本各地の魅⼒を伝えるべく旅企
画に⼒を⼊れる予定です。⼤部数誌ならではの「栗原はるみ」の影
響⼒と熱⼼な読者の⽀持の⾼さを活かし、栗原さんのライフスタイ
ルの世界観を存分に詰め込んだパーソナルマガジンだからこその

観光振興、物産販促など地域活性化施策をご提案致します。

地方活性化企画案

• 観光振興企画案

栗原はるみさんモデルコース作成

栗原さんご本⼈が巡りたいスポットを選定して、
本誌タイアップページ内で紹介。
取り外し出来るガイドブックとして、
Book in Bookや⼩冊⼦の制作も可能。

• 物産販促企画案

プロモーションしたい物産を活⽤した、
栗原さんオリジナルレシピを考案。
本誌内のタイアップページで紹介しつつ、
Instagramを活⽤してライブ配信するなど、
購買に結びつける施策も可能です。

栗原はるみさんオリジナルレシピ考案

Vol.3が創刊号を越える売れ⾏き！
パーソナルマガジン「栗原はるみ」

2023年は3回刊決定！

※ 発売⽇は変更になる場合がございます。
出稿をご検討の場合は、事前に下記担当者までお問合せ下さい。
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北野天満宮の門前で江戸時代から続く粟餅屋
さん。注文すると目の前で手早くちぎって丸
めて、こし餡で包んだものと、きな粉をまぶし
たもの、2つの味の粟餅がお皿にのって運ば
れてきます。作り置きはせずに注文ごとに作
るのは、餅がかたくなってしまうからだそう。
店を切り盛りするのは13代目のご主人と奥
さま、14代目の息子さんだと話を伺ってい
たら、自転車に乗ってやって来たのは今年
99歳だという12代目の森藤與八郎さん。2
年前までは現役だったと聞いて私も頑張ろう、
と思いました。元気の秘訣はよく食べて笑う
ことですって。和やかな雰囲気の中でいただ
いた粟餅の、ふわりとやわらかいこと。持ち
帰り用もありますが、やはりできたては格別。
ここでしか食べられない味が贅沢です。
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粟餅所・澤屋
あわもちどころ

［北野］

京都市上京区北野天満宮前西入
紙屋川町838-7
☎ 075-461-4517
　 9 :00 ～17 :00（売り切れ次第終了）
　 木・毎月26日
営
休

こし餡2個ときな粉1個で合計3個
の紅梅￥500。5個の白梅￥650も。湯
のみの“あわもち”の文字もかわいらしい。
夏は粟餅が入ったかき氷も登場するそう。

楊枝を入れたらやわらかくて思わず笑顔になりました。甘いもの好き
の玲児さんがいなくなって、わが家におやつがないこともしばしばですが、
やっぱり甘いものって大切ですね。3 持ち帰り用の包装も素敵。4 き
な粉を2個と、こし餡を1個のリクエストもできると教えてもらいました。
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※栗原さん起用のタイアップも可能ですのでご相談ください！
昨年は別冊付録で「京都」を特集！

ロケ先で常に声をかけられていた栗原さん。圧巻の知名度で強力なリーチが可能です。


